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学 長 H::. Eヨ 辞
昭和58年度入学式学長告辞
新入生の皆さん， 御入学おめでとうございます。 本
日 1, 367名にのぼる新進気鋭の新入生の諸 君をお迎え
することができましたことは， 富山大学にとっても誠
に在ば‘しいことであります。 大学という所は諸 君のよ
うな若い血が毎年入れ替っていくことによって， その
永遠の若さを保ち得ると共に， 新しい方向に向かつて
前進することができるのだと思います。
きて， 諸 君はいよいよ学校教育における最後の段階
まで昇りつめてこられ， これからそれぞれ専門の学業
を学ぶことになるわけですが， 将来社会人となって一
本 立ちする場合に， 大学で学んだことがいきなり役立
つところまでは仲 行々 きつけないと思います。
大学では将来の活躍のための基礎を学ぶのだというこ
とを十分わきまえていただきたいと思います。 そして
その大学生活の中で教養部時代の1年半という時期が，
基礎造りのまた基礎を築く時期に当たります。 したが
って， 大学生活で最も大切な時期は， 明日 からはじま
る教養部時代であるといえると思います。 この時期に
十分な根を張っておかないと， 行 先何事 につけて根無
し草のようになってしまうことでしょう。
ではここでいう基礎とは何かということについて，
私の意見を申し上げて諸 君に考えていただきたいと思
います。 私のいう基礎というのは， 学習面では学習態
度， 生活面では生活態度を中心に置いた考え方であり
まして， それらを大学生活の中で身につけてほしいと
いうことです。
学習態度について私が諸 君に求めたいのは， 常に探
究する心をもっていてほしいということです。 平 たく
言えば， 好奇心を忘れるなということです。 育ち盛り
の幼児をみてご覧なさい。母親に対して「これ何なの」，
「それはどうしてなの」と執助に食い下ってくるでし
ょう。 あの気持を思い起こしてほしいのです。
さてここで好奇心を持てといっても， どのような方
向に目を向けるかによって， 本 物になるか安っぽくな
るかが決ってくるのだと思います。 これまで諸君は義
務教育を終って， 高校での教育を経てきましたが， そ
の期間中教えられた各科目については， 文部省の決め
た学習指導要 領というのがあって， 先生方はそれに基
づいて， 一つ一つの科目の間口についても奥行 につい
ても， 一つの枠の中で諸 君を教えてきました。 いって
みれば， これまで諸 君はいろいろな学問分野の表面だ
けをみてきたわけです。 ところが大学には学習指導要
領もなければ， 決った枠もなし、。 大学では先生方は御
自身の教育方針で臨まれますが， 諸 君はそれをうのみ
にする必要 はない。 諸君は自分が主体となって学習す
べきなのです。 一つ一つの講義の意味するもの， その
底に流れるもの， 他の講義とのかかわりなどについて
好奇の目を向ける必要 があります。
要は週間誌的な上っ面な物の見方では困るのです。
例えば家庭内暴力， 校内暴力が問題になれば， その学
校やその家庭の周辺をみて細々と報導する。 これに対
して戦後教育のあり方にまで拡げてみる見方も出る。
しかし， それでもまだ視野は狭いと思います。 いまこ
の世界中で， この問題に悩んでいるのはわが国ばかり
ではない。 先進諸 国と呼は、れる国々のすべてで問題に
なっているという現実にまで掘り下げて考えるべきだ
と思います。 学閉め世の中でも同じです。 日 本 人は人
のまねばかりするといわれていますが， それは学問上
の表面に出てきた目立つことに目をつけて， いったん
それを手懸けると， とことんまで掘り下げるというの
がこれまでのやり方でした。 私はこの行 き方を否定す
る者ではありません。 事 実この行 き方で日 本 は世界中
で経済大国といわれるまでに発展したのですから。 し
かし， 世界中からこの点で目の敵にされているという
現状を踏まえると， 将来もこのままでよいとは決して
思えません。 そこで他人の気の付かないような， 底流
にあるものの中から何かをつかみとること， これしか
ありません。 これこそが創造の原点だと思うのです。
諸 君は明日からの学習に当たって， はじめは自分の興
味の中心をオリ処にして， 飽くなき好奇のまなこをも
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って， 深〈深く掘り下げて物を考えるという習慣を身
につけてくださL、。 そうしているうちに， 将来世に出
てから次第に自分の専門が何か分からなくなるくらい，
幅と奥行のあるがっちりとした基盤が構築されていく
ことだと思います。
以上， 私は諸 君の明日 からの学習態度のあるべき姿
について私見を申し述べてきましたが， こういった物
の見方とか好奇心とかいうものは， 先生方が授業中に
問題に応じていちいち教えて下さるといった事柄では
ありません。 諸君が自分で自覚して実行しない限り，
だれも手助けしてくれません。 また将来世に出ても，
こういうことはだれも教えてはくれません。 にもかか
わらず， 何をするにも真の基礎として必要 な事柄なの
です。 この点を十分身につけるように学ぶところが大
学なのだと思って下さい。
次に学習の面とは別に， 学園生活についての基礎的
な問題を考えてみましょう。 大学とし寸所は学問研究
をすると同時に， 共同生活を営む場でもあるという点
を考えていただきたし、。 諸君はこれから， 教職 員学生，
附属の生徒児童も合わせると 7,50 0 名近くもの人達と
の共同生活に入るわけです。 ここでくれぐれも心にJ｝：一
めておいていただきたいことは， 事， 日常生活に関す
る限り， 大学は一般相会とは別個のものではないとい
うことです。 昔， 学生にはある種の特権のようなもの
が社会的にも認められており， かなり勝手な行動もと
れたものでしたが， 現；（i'の社会はそれ程甘くありませ
ん。 そのような社会環境のもとで諸 君は大学生活をす
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るわけですが， その場合， ただ単に大学に入ったから，
大学があるからそこにいるといった消極的態度ではな
く， 自分たち学生は大学という共同生活社会の中でど
んな位置を占めているのか， 富山大学を学聞の府らし
い大学にするには自分たちの力で何ができるか， 何
をすべきかということを積極的にしかも建設的に考え
ていただきたい。 これが自治の精神だと思います。 大
学では教官， 職 員， 学生のそれぞれがその職 責に応じ
て自治的活動をし， 相互に理 解し配慮し合うことによ
って大学全体としてのまとまりが生れてくるのだと思
います。 自治というのは決して何をやってもよい， 自
分の主張さえ通ればよいというものでないことはもち
ろんです。 諸君は大学生活の聞に， 真の自治の精神と
は何かということを十分に考え， それを身につけて下
さし、。 自治の精神も， 諸 君が将来社会人として活動す
る場合の基礎となる事柄であると思います。
最後に新入生の皆様に御報告 します。 富山大学では，
現在高岡市にある工学部がこの1' 2年でこの五福地
区に移転統合されることが決まり， 今 年入学された工
学部の学生諸君は在学中に新校舎に移ることになりま
す。 統合大学として， 全員が一つのキャンパスで学ぶ
ことができる。 こんな望ましい姿はありません。 これ
からは全学の学生諸 君自らの手によって， この富山市
五位i界限を学園地区にふさわしし＼ 活気溢れる苓：囲気
で包み込んでいただきたい。 私はこのお願いをこめて，
本日の栄ある入学式の告辞を終りたいと思います。
関 係 法 d岳、守司
（！�t:) 
政 令
0行政機関職 員定員令及び沖縄の復帰に伴
う行政機関の職 員の定員に関する法律の
適用の特別措置に関する政令の一部を改
正する政令制）
0公立学校の学校医， 学校歯科医及び学校
薬剤師の公務災害補償の基準を定める政
4 ・ 5
令の一部を改正する政令（74) 4 ・ 5
0日本育英会法施行令の一部を改正する政
令（87) 4 ・ 5
省 令
0文部省定員規則の一部を改正する省令
（文部8 ) 3 ・31
o国立学校設置法施行規則の一部を改正す
る省令（文部9 ) 
0国立大学の学科及び課程並びに講座及び
学科目に関する省令の一部を改正する省
（号外）
3 ・ 31
（号外）
令（文部1 0 ) 3 ・31
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（号外） 一部を改正する規則（人事院2 - 3) 4・ 5
o国立 大学の大学附置の研究所の研究部門 0人事院規則J （特殊勤務手当）の一部を改
に関する省令の一部を改正する省令 正する規則（人事院9 3ー0 ) 4 . 5 
（文部11) 3 ・31 o人事院規則（俸給の特別調整額）の一部
（号外） を改正する規則（人事院9 -17) 4 ・15
o国立大学共同利用機関組織運営規則のー 0人事院規則（特殊勤務手当）の一部を改
部を改正する省令（文部12 ) 3 ・31 正する規則（人事院9 -30 ) 4 ・15
（号外） 0人事院規則（特地勤務手当等）の一部を
o国立大学共同利用機関組織運営規則及び 改正する規則（人事 院9 -55) 4 ・15
教育公務員特例法 施行令第 3条の2 の規
定に基づく国立 大学共同利用機関の長 等 止cl::.ヨ ’"T、
の選考の手続に関する省令の一部を改正 0臨床検査技師， 衛生検査技師等に関する
する省令（文部13) 3・ 31 法 律に規定する学校として指定する件
（号外） （文部50 ) 4 . 22 
0文部省設置法 施行 規則の一部を改正する 0理 学療法 士及び作業 療法 士法 に規定する
省令（文部17 ) 4 ・ 5 学校として指定する件（文部51, 52) 4 . 22 
。文部省定員規則の一部を改正する省令 0大学の位置を変更する件（文部53) 4 . 22 
（文部18 ) 4 ・ 5 0短期大学の位置を変更する件
0教育職員免許法 施行法 規則の一部を改正 （文部54 , 55 )  4 ・22
する省令（文部19 ) 4 . 22 0技能審査を認定した件（文部56) 4 . 22 
o国家公務員等の旅費支給規程の一部を改 OB本 育英会法 施行令の規定による研究所
正する省令（大蔵25) 4 ・30 等を指定した件の一部を改正する件
（文部57) 4 . 23 
規 則 0日 本 育英会法 施行令の規定による試験所
0人事院規則（人事院事務総局の組織）の 又は研究所として指定した件（文部58 ) 4 ・23
学 内 規 則
富山大学経営短期大学部学則の一部改正
富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
昭和 58年3月24日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則
富山大学経営短期大学部学員lj （昭和34年4 月1 日 制
定）の一部を次のように改正する。
第34条中 「志願するものは， 」 を 「志願する者は， 」
に， 同条第4号を次のように改める。
( 4 ）検定料 5,60 0 円
第36条中「入学料として10 ,0 0 0 円」を 「入学料とし
て12 ,0 0 0 円」に改める。
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附 則
1. この学則は， 昭和 58年4月 1 日から施行 する。
2 . 昭和 58年 度の聴講生の入学に係る検定料の額は，
第34 条第 4 号の規定にかかわらず， なお従前の例に
よる。
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砂富山大学経営'r•J期大学部学則の改正理由
字七］を整備するほか， 本学の聴講生の検定料及び入学料の額を改訂するため。
富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和 58年 4月6日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則
富山大学物品管理事務取扱細目lj （昭和35年4月22日制定）の一部 を次のように改正する。
第1 5 条の2中「物品管理換承認申請書」を「物品管理換伺」に改める。
別表第 3の1 中「図書」を「図書館資料」に改める。
別表第3の2 2 分任物品出納官中「受入係長」を「閲覧係長」に， 「図書」を「図書館資料」に改める。
別紙第l 号様式（第1 葉）及び別紙第6号の2様式をそれぞれ次のように改める。
別紙第1 号様式
（第1 葉） 原 請 求番号 第 号
音｜；局名 記入上の注意
①一品一葉を原則とする。
物品供用官 請求者 ②備品 ・消耗品は別一葉とする。
③購入物品で取得後直ちに供用される消耗品は逐次�1、出するものを｜徐き述
論 ：R 年 IJ 
記で記入できる。 ただし， 取扱業種区分が呉Aなる場合は別葉とする。
日 ④物品の修理lえび改造の請求は備考欄に明示し当該物品の備品番号を記入
する。
使用場所 ⑤物品の取得に係る必要事項は備考欄に記入する。 （：志向物品， 管理換物
品， 発生村， 生産品等）
理． 由 ⑥規格は詳細に記入する。
備考
Iii立ザヰ却す用品 異彩J数量 現 干し 両
日Eコ臼 目 規格. t�量 数量 単価価格 記号 番号
他そグ〉 寄n 十託J 
備考
細分類 種 類 増 i成 保管 五十
円 円
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昭和 年度 ｜｜部局名 ｜ 物 品 管 理 換 伺
主
課
計
長
課
補
長
佐
総
係
務
長
係
事務長 事務長補佐 会計係長 i系
経 理
事務 部長
学長 局長 (i;) 経課理長 用係 度長 起 案 月 日係長 係 決 裁 月 日
管 理 換 前 管 理 換 後
ロロロ 目 数量 単価 価格
h国立 分 実質 細 分 類 種 罪責 分 実買 細 分 類 種 重責
理
換
の
内
勾合ー
管理換を必要と する
相手方
官
の
職
物
氏
品
名
管理官 等
管理換に係る対価
理 由
相
管理
手
換
方の
をす
同意
る
年
（受
月
け
日
る）
備考 物品の 管理換に伴って分類換を必要と する場合は「物品管理換伺 」と あるの を 「物品管理換 （分類換）伺 」
と すること。
附 則
こ の 細則は ， 昭和58年4月 6日から施行し， 昭和5 8年4月 1日から適用する。
砂富山大学物品管理事務取扱細則の改正理由
管理換の承認を， 申請及び承認を同時に決裁 する方法により行うこ とと するため。
2 附属図書館に 属する分任物品出納官を閲覧係長と するため。
富山大学図書館資料管理事務取扱規則の一部改正
富山大学図書館資料管理事務取扱規則の一部を 改正 する規則を次のと おり制定する。
昭和58年4月 12日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学図書館資料管理事務取扱規則の一部を改正する規則
富山大学図書館資料管理事務取扱規則 （昭和35 年4月22日制定） の一部を次のように改正 する。
別表 1 分任物品出納官 中 「受入係長」 を「閲覧係長」に改める。
附 則
こ の規則は， 昭和58 年4月12日から施行し ， 昭和58 年4月 1 日から適用する。
- 6 -
昭和58年5月 1 日発行 学 報 第234号
砂富 山 大学図書館資料管理事 務取扱規則 の改正理由
富 山 大学物 品管理事 務取扱細則が改正 さ れ た た め， 所要事 項 を改 め る 。
富山大学学則の一部改正
富 山 大学学則 の一部 を改正す る 学則 を 次の と おり制定す る 。
昭和58年 4 月 1 5日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学学則の一部を改正する学則
富 山 大学学則 （ 昭和25年 1 月 20 日制定 ） の一部 を 次のよう に改正す る 。
第66条 第 2 項 中 「5,000円」 を「5 , 600円」 に ， 「30,000円」 を 「36,000円」 に改め る 。
第67条 第 4r頁 中 「5,000円」 を 「5 , 600円」 に ， 「 10,000円」 を 「 1 2 , 000円」 に改 め る 。
別表 第 l の 人文学部 の 項 中 「 ロシア三E五口・ ロン、 ア 文学」 を
「
比
ロ
較
シ
文
ア語
学
・ ロ シ ア 文学
」 に改め る 。
別表第 2 中
「
「
「
人 文 学 科
人 文学部
語 学文学科
l 人 文 学 科人 文学部 tl 語学文学 科
ム口、
ム口、 計
附 則
90名 340名
80 名 320名 ｜ を
」
90名 350 名
80 名 320名 ｜
」
1, 195名 I 4, 1叫 ｜ を
」
1, 195名 I 4 ,  110 名 ｜ に改め る 。
」
こ の 学則 は ， 昭和58年 4 月 1 5 日 か ら 施行し， 昭和58年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。
2 昭和58年度の専攻 生， 研究生及び聴講生 の 入学 に 係 る 検定料の額 は ， 第66条 第 2 項及び第67条 第 4項 の規 定 に
か か わ ら ず ， な お従 前 の例 に よ る 。
砂 富 山 大学学則の改正理由
富 山 大学 に お け る 専攻 生， 聴講生 等 に 係 る 検定料 及 び 入学料 を改訂す る た め 。
2 国立大学の学 科 及 び課程並びに講座及び学科 目 に 関 す る 省令 の改正 に伴 い ， 所要事 項 を改 め る た め 。
3 人 文学部の学年進行に伴 い， 所要事項 を改 め る た め 。
富山大学高岡短期大学創設準備室規則の制定
富 山 大学高 岡短期 大 学創 設準備室規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
昭和58年 4 月 15日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学高 岡短期大学創設準備室規則
（ 設 置 ）
第1条 富 山 大学 （ 以下 「 本学」 と いう。） に ， 高 岡短
期大学が創設さ れ る ま で の問， 高 岡短期大学 の創 設
準備 に関す る事 務 を 処理す る た め， 高 岡短期 大 学創
設準備室 （ 以下「創 設準備室」 という。） を置 く 。
（ 職 員 ）
第2条 創 設準備室 に ， 室長， 総主幹， 総務主幹 そ の
他必要 な 教職 員 を置 く 。
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2 室長 は， 本学の学長又 は 教授 を も っ て ， 総主幹及
び総務主幹 は事務職員を も っ て充 て る。
（創設準備委員 会 ）
第3条 本 学 に ， 創設準備室の行う創設準備 に 関す る
事 務 のう ち 教員 の 人事 そ の 他創設準備に関す る重要
事 項 を審議す る 機関 と し て ， 高 岡短期 大学創設準備
委員 会（以下「委員 会」 という。 ） を 置 く 。
（細 目 ）
第4条 こ の規則 に 定め る も の のはか， 創設準備室及
び委員 会 の 運営等に 関 す る細 目 につい て は ， 学長が
定め るの
附 則
報 第234号
こ の規則 は ， 昭 和 田年 4 月 1 5日から 施行し 昭和58
年 4 月 1 日から 適 用 す る。
2 創 設準備室 の教員 に は ， 富 山 大学教員 の停年 に 関
す る規則（ 昭和32年 2 月 8 日制 定 ） は ， 適用し ない
も の と す る。
3 創 設準備室 の教員 は ， 富 山 大学学長選考基準（ 昭
和28年 5 月 28日制 定 ） の規定 にかか わら ず ， 学長選
挙資格 を有し ない も の と す る。
4 こ の規則 は ， 高 岡短期大学が設置され た日に そ の
効力 を失う。
5 富山 大学短期高等教育機関（ 高 岡 ） 創 設準備室規
NIJ （ 昭和56年 4 月 1 7 B制定 ） は ， 廃止 す る。
富山大学高岡短期大学創設準備委員会規則の制定
富 山 大学 高 岡短期大学創 設準備委員 会規則 を 次 の と おり制定す る。
昭和58年 4 月 1 5日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学高岡短期大学創設準備委員会規則
（趣 旨 ）
第1条 こ の規則 は ， 富山 大学高 岡短期大学創設準備
室規則 第 4 条 の規定に 基 づ き ， 高 岡短期大学創設準
備委員 会（以下「委 員 会」 と いう。 ） に つい て必要な
事 項 を 定め る も の と す る。
（組 織 ）
第2条 委 員 会 は ， 次の各 号に掲げ る 者 を も っ て組織
す る。 た だし， 教員 の 人事 に 関 す る事 項 を審議す る
と き は ， 第 4 号の 者 を除 く 。
( 1 )  学長
(2) 室長
(3) 学部長及び教養部長
(4) そ の他学長 が必要 と 認め た 者
（議 事 ）
第3条 委 員 会 は ， 室長が招集し， そ の議長 と な る。
た だし， 教員 の 人事 に 関 す る事 項 を審 議す る と き の
委 員 会 は ， 学長 が招集し， そ の議長 と な る。
2 室長（ 前項 た だし書の場合は学長。 以下同じ。 ） に
事 故あ る と き は ， 室長 があら かじめ指名し た 委 員 が
そ の職務 を行う。
（ 専 門 委 員 会 ）
第4条 委員 会 に ， 専門的事 項 を 調査研究す る た め ，
必要に応じ て 専 門 委 員 会 を 置 く 。
2 専門 委 員 会に 関し必要 な事 項 は ， 別 に 定め る。
（庶 務 ）
第5条 委員 会の庶 務 は ， 高 岡短 期大学創 設準備室 に
おい て 処理 す る。
附 則
1 こ の規則 は ， 昭和58年 4 月 15日から 施行し， 昭和
58年 4 月 1 日 から 適用 す る。
2 こ の規則 は ， 高 岡短期大学が設置きれ た日 に そ の
効力 を失う。
3 富 山 大学短期高 等教育機関（ 高 岡 ） 創設準備委員
会規則（ 昭和56年 4 月 1 7日制定 ） は ， 廃止 す る。
砂富 山 大学 高 岡短期大学創 設準備室規則及び富 山 大学 高 岡短期 大学創設準備委員 会規則 の制定理由
高 岡短期大学等の創 設準備等組織要項（昭和58年 4 月 1 日 文部大臣裁定） の実施に伴い ， 従前の規則 を整理 す る
必要があ る た め。
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富山大 学公印管理規則の一部改正
富山大学公印管理規則の一部を 改正する規則を次のと おり制定する。
昭和58 年4月1 6日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学公印管理規則の一部を改正する規則
富山大学公印管理規則 （昭和48年4月 13日制定）の 一部を 次の ように改正する。
別表第l 庁印中
人文学部 ・ ｜ 人文学部 ・
文理学部 ｜ 富 山 大 学 文 理 学 部 の i:n I zs I 理学部事務 ｜ 理学部庶務
長 ｜ 係長 」
を 自ljる。
別表第 2 官 職印中
「
長係書文長課務庶勺JηL 
関印機の育長教室等備高準期設j ：
リ
舗内
企居
学
）
大岡山高富
（
を
」
富山大学高岡短期大学創設
. ' 2 3  I 庶 務 課長 ｜ 文 書係 長
準備室長の 印
」
改め，
「
人文学部・ ｜ 人文学部 ・
文理学部 ｜ 富山大学文理学部長の 印 I 3 0  I 理学部事務 ｜ 理学部庶務
長 ｜ 係長
」
を 削る。
附 則
この 規則は ， 昭和 58 年4 月1 6日から施行し， 昭和 58 年4 月1 日から適用する。
砂富山大学公印管理規則の改正理由
文理学部が存続し なくなったこと に伴い， 所要 事項を 改めるため。
2 富山大学短期高等教育機関 （高岡）創設準備室が廃止され， 新たに 富山大学高岡短期大学創設準備室が設置さ
れたこと に伴い， 所要事項を改めるため。
富山大学文理学部の廃止に伴う関係規則を整理する規則の制定
富山大学文理学部の 廃止に 伴う関係規則を 整理する規則を次のと おり制定する。
昭和 58 年4月2 8日 富山大学長 柳 田 友 道
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富山大学文理学部の廃止に伴う関係規則を整理する規則
第1条 富山大学学部補導委員会規則（昭和24年8 月
5日制定）の 一部を 次の ように改正する。
附則 （昭和4 2年 5月19日）第3項を 次のように改め
る。
3 こ の 規程を 各学部又は教養部に おいて適用する場
「教育学部」 ， 「経済学部」， 「理学部」， 「工学
部」又は「教養部」 と， 「学部長」 とあるの は，「 人
文学部長」， 「教育学部長」， 「経済学部長」， 「理
学部長」， 「工学部長」又は「教養部長」と読み替
えるもの とする。
合は， 規程中「学音E」とあるの は， 「 人文学部」 ，
第2条 富山大学文書処理規制 （昭和24年12月2 日制定）の 一部を 次の ように改正する。
別表中
「富大文庶 第 号 文理学部庶務関係所管のもの
富大文経第 号 文理学部経理関係所管のもの
富大文学第 号 文理学部学務関係所管のもの」を 削る。
第3条 富山大学職業相談所規則J （昭和24年12月2 日
制定）の一部を 次の ように改正する。
第4条 富山大学事務分掌内規 （昭和39 年 2 月10日制
定）の一部を 次のように改正する。
附則第3項中
「文理学部 富山高等学校
富山県立富山高等学校」を
第5条 富山大学構内交通規制に関する暫定実施細目
（昭和53年 3月31日制定）の一部を 次のように改正
する。
第3条中「文理学部事業所」を 削る。
「 人文学部 文理学部文学科
・理学部 文理学部理学科
富山高等学校
富山県立富山高等学校」に 改める。
別表第2 1 職員及び 学生等中「 （文理学部文学
科の 学生を 含む。）」 及び 「 （文理学部理学科の 学生を
含む。）」 を 削る。
附 則
こ の 規制は， 昭和58年4 月28日から施行し， 昭和58年4 月1 日から適用する。
砂富山大学文理学部の廃止に伴う関係規則等を 整理する規則の 制定理由
富山大学文理学部が存続し なくなったこ とに伴い， 所要 事項を改めるため。
諸 議
AQ一品
昭和58年度第1回学寮補導委員会（ 4 月7 日）
（報告事項）
( 1 ）入寮選考委員会に ついて
（審議事項）
(1 ）学寮の 諸問題lニついて
第1回計算機センター運営委員会（ 4 月7日）
（審議事項）
( 1）運営委員会委員長の 選出
( 2 ）センタ一長の推薦
( 3）次期計算機専門委員の推薦
(4 ）広報・教育小委員の 選出
第3回学長候補適任者選定委員会（ 4 月14 B )  
ハU噌EA
昭和58年度 第1回事務協議会（ 4 月14 日）
昭和58年5月1日発行
（審議事項）
(1）当面の 諸問題について
学
昭和58年度第1回評議会（ 4月 15日）
（報告事項）
( 1）昭和58年度入学状況について
(2）転学科に ついて
(3）工学部校舎新営工事の 開始について
(4）学生の 動向について
（審議事項）
( 1）富山大学学則の一部改正樹に ついて
(2）富山大学名誉教授称 号授与規則の 一部改正闘につ
いて
( 3）富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部改
正樹に ついて
(4）富山大学高岡短期大学創設準備室規則の制定伺に
ついて
(5）富山大学高岡短期大学創設準備委員会規則の 制定
（鶏に ついて
( 6）次期学生部長候補者の 選考について
(7）富山大学名誉教授称号授与について
( 8）学長事務代理について
(9）学長選挙投票日の 授業について
(10）富山大学学則の 全部改正について
昭和58年度第2回学寮補導委員会（ 4月18日）
（報告事項）
( 1）予備折衝の 結果について
（審議事項）
( 1）学寮の 意義に ついて
(2）今後の 給食形態について
昭和58年度富山大学廃水処理室運営委員会専門委員会
( 4月2 1日）
（審議事項）
( 1)廃水処理施設の 整備に ついて
授業料等減免選考委員会（ 4月2 1日 ）
（審議事項）
( 1）昭和58年度学部入学生の 入学料免除について
(2）昭和58年度大学院， 専攻科学生の 入学料免除に つ
いて
昭和58年度第1回補導協議会（ 4月21日）
報
（報告事項）
( 1）補導協議会委員について
(2）文化部会2 号委員並び に 3 号委員について
( 3）体育部会 3号委員に ついて
（審議事項）
第234号
( 1）福利厚生施設 （食堂）の 新営について
(2）第2 8回大学祭並び に 第 7団体育祭について
昭和58年度第1回低温海化室運営委員会（ 4月25日）
（審議事項）
( 1）昭和58年度運営費等について
(2）委員長の 互選について
昭和58年度第3回学寮補導委員会（ 4月25日）
（報告事項）
( 1）予備折衝の 結果に ついて
（審議事項）
( 1）学寮の 意義について
(2）今後の 給食形態に ついて
昭和58年度第1回放射性同位元素総合実験室運営委員
会（ 4月25日）
（審議事項）
(1）昭和58年度総合実験室使用 許可申請について
(2）昭和57年度収支決算及び 昭和58年度運営費につい
て
第4回学長候補適任者選定委員会（ 4月2 8日）
第4回学長選考管理委員会（ 4月2 8日 ）
昭和58年度第1国学園ニュース編集委員会（ 4月2 8日）
（報告事項）
(1)学園ニュスー編集委員について
（審議事項）
(1）第 42号学園ニュースの 発行計画に ついて
第2固計算機センター運営委員会（ 4月2 8日）
（報告事項）
( 1）業務 報告
（審議事項）
(1）昭和58年度運営費予算案に ついて
(2）昭和59 年度概算要 求に ついて
(3）研究開発室長の選出 に ついて
噌EA
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計算機センター運営委員会広報・教育小委員会（ 4 月
28日）
( 3）計算機センタ一年報（第8 号 ）の発行計画について
（審議事項）
(1 ）昭和 58 年度の講習会実施計画に ついて
(2）昭和58年度の講演会実施計画について
昭和58年度第1田保健管理センタ一委員会（ 4 月30日 ）
（審議事項）
( 1）次期 保健管理 センタ一所長候補者の 選考に つ いて
学 事
昭和58年度 文部省在外研究員派遣予定者の決定
種 書買 所 属 職 氏 名 主すび（ 派た当
る
遣該悶
る
先
滞
滞
名在在
の） 機
地
地
名関の
属名及 調 査研 究題 目 期
派 遣間
課
ウ
ボ
程
スッ海
ズ
ト
洋
ン
・
大生
ホ
学
ー
物学
海ル 洋
研
月
長 期（乙 ） 理 学 部 助 手 中村 省吾 真核
生物の繊手 ・鞭毛運動機 12 
究
（ア
所
メリカ合衆国 ）
構
昭和58年度 科学研究費補助金（海外学術調査）交付内定
研 究 代 表 者
所 属 職 氏 名
研 勾7号L、生 課 題 調 査 国 交付内定額（千円 ）
人文学部 教授 和崎洋一スワヒリ語圏における多言語使用と 「ス
タンザーア国， ケニア国
ワヒリfヒ」に関する比較調査（第二次 ） ザイール国， ルワン夕、国， 1 1,000 フルンプィ国
昭和58年度 日本学術振興会特定国派遣研究者の決定
所 属 職 氏 名 派 機
遣 先 石正 勾1E 課 題 派 遣（同 関 ） 期 間
月
ソビエト連邦 初期 ソビエト政権の 文化政策の研人文学部 教 授 藤井 一行 （科学アカテミ一世界 文学研究所 ） 勾穴～τ, 1 
II 助教授 夫馬 進 中華 人民共和国 明清都市社会の研究（中国社会科学院） 10 
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
t采 用 58. 4. 13 小 森 道 緒 事務補佐員（高岡短期大学創設準備室） 富山大学長
58 4 1 6 丹 羽 j羊 介 助教授 （教育学部） 文部大臣
II 中 i可 伸 俊 講師（教養部 ） 富山大学長
58. 5 奥 村 言委 II II 
II 酒 井 千世美 教務補佐員 （教育学部） II 
昇 任 58 4 5 f前 喜 一 経理部主計課管財係管財主任 庶務部庶務課企 画係長 II 
II 1工百崎 喜 明 庶務部人争課職員係職員主任 国立立山少年自然の家庶務課庶務係長 国内立然 3の2 ：家山所少年長
II 谷 口 手口 �IJ 文部事務官 （ 工学部） 庶務部人事課職員係職員主任 富山大学長
II 与と 後 手日 ニf二 II （庶務部人事課） II II 給与係給与主任 II 
II 出1 邑 英 市 II （経理部主 計課） 経理部主計課管財係管財主任 II 
転 ff: II 中本 征 紀 人文学部 ・ 理学部用度係長 国立立山少年自然の家庶務課会計係長 l自i<J然、工の、〉；家Ill所＇），－勾長三
II 自 由奇 康 之 文部事務官（附属図書館） 文部事務官l国立立山少年自然の家事業課） II 
配置 換 II I奏 馨 庶務部庶務課企画係長 人文学部 ・理学部用 度係長 富山大学長
II Ri 回 与怠I－� II 人事課任用係任用 主任 庶務部庶務課企画係企画主任 II 
II 斉 藤 純 一 II II 給与係給与主任 II 人事 課任用 係任用 主任 II 
II 国 嶋 ス 、、 文部事務官（経 理部経 理課） 文部事務官 （経 理部主計課） II 
II 杉 本 周 平 II （庶務部庶務課） II （工学部） II 
併 T壬i II 楠 t屯位正寸－ ー一 庶務部庶務課企画係長 富山大学高岡短期大学創設準備室 II 
II 雁 田 早ま祝Fメ II II 企画係企画主任 II II 
58 4 8 金 田 稔 文部技官（経理部経理諜自動車運転手） 文部技官（国立立山合年同然の京!!I'務課自動車運転手i 1,:' ’ d 然伝の的家 l II少好年長
58. 4. 25 世 利 幹 雄 教授（教養部 ） 評議員（ 58. 4. 25～60. 4. 24) 文部大臣
II 杉 本 新 平 II II II II 
58. 5. 1 村 中 男 工学部管理係長 工学部工場係長（58. 1 0  17まで） 富山大学長
職務命令 58 . 4. 5 杉 本 周 平 文部事務官 （工学部） ヨ庶務学部部庶
務
務
係
課j人b事肉］ 主
係
任企画を 主
命 ず
任
る
を免ずる
II 
II 谷 口 手口 �lj II II 工学部庶務係人事主任を免ボる " 
休 1載 58 5 l 稲 垣 日出男 工学部工場係長 1す2家
る
公（務58.員10.法第，／ま
9条
で
第
）
lぢにより休戦に II 
』手 職 58 4. 30 梶 原 和 枝 文音「串務官（経 営短期ブで学部） 辞職 を承認する II 
死 亡 58. 4 7 吉 崎 歳 光 文部技官 （経理部経理課） 死 亡 i:;J�i 大A二中’F日IIキ，：；， ’L品〈
円べutEi 
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学 内 諸 報
名誉教授の称号授与
昭和58年 4月停年退職された次の方々に対し， 昭和58年 4月15 日付けで富山大学名誉教授の称号が贈られた。
名誉教授
石瀬 秀治
京都帝国大学文学部哲学科卒業
文学士
昭和20年12月富山高等学校講師， 同2 4年6月富山大
学助教授（文理学部），同28年8月富山大学助教授（経
済学部）， 同39年2月富山大学教授（経済学部）とな
り， 37年余りの永きにわたり終始熱心に学生の教育指
導に専念された。
この間， 富山大学経済学部長l期， 評議員3年 4 か
月を務め本学の管理・運営に寄与された。
名誉教授
竹内豊三郎
北海道帝国大学理学部化学科卒業
理学博士
昭和26年8月富山大学教授（文理学部）， 同52年5
月文理学部改組に伴い理学部に配置換となり， 31年余
りの永きにわたり終始熱心に教育 ・ 研究に専念された。
この間， 文理学部長2期， 学長事務取扱 4 か月， 理
学部長3期， トリチウム科学センタ一長3年， 評議員
として本学の管理・運営に寄与された。
一方， 物理化学の教授として研究に従事し， ラジオ
アイソトープを利用した指紋検出法の発見や合金触媒
の反応機構の研究は数多く引用され国際的に高〈評価
されており， さらに， 我が国ではじめてトリチウムを
さらに， 本学経営短期大学部主事2 期を務め， 同短
期大学部の教育・研究の発展にも尽力された。
一方， 社会学の教授として研究に従事され， 研究論
文として「マックス ・ ウェーパーの理解社会学に関す
る若干の批判」， 著書には「社会学史講義案（上巻）」
等発表され， 本学のみならず地域社会の発展に貢献さ
れた。
用いた研究に着手， その業績が基盤となり富山大学に
卜リチウム科学センターが設置された。
さらに， 触媒化学会副会長， 日本化学会各種役員を
歴任するとともに教科書審査委員として我が国の高等
学校教育の向上に尽力され， また， 国際学術交流の面
でも数多くの国際学会へ出席され， 特に第5 回日ソ触
媒セミナーでは日本側団長， 第7 回国際会議では実行
委員長として各国際会議を成功に導くなどその功績は
まことに顕著なものがある。
4 1，A 
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間
教 授 相馬 恒雄 ムハマディア教員養成 ・ 教育
II 加瀬正二郎 大学等を訪問し， 教育及び教 58. 4. 2 
外 国 出 張 教育学部 インドネシア 員養成計画に関する意見交換
助教授 中村 義朗 を行い， 両大学の交流計画の 58. 4 9 
E力 手 結城 善之 発展に資する
教 授 田中 耳日正
海外研修旅行 II II II II 
助 手 杉本 啓郎
寄 稿
くロンドンから帰’って〉
昨年3月15日， 10か月の在外研究に出発し， モスク
ワ， コペンハ ゲン， ストックホルムを経て， 3月26
日にロンドンに着いた。 ロンドンでは， 北部郊外の移
民むけに建てられた住宅街にセミテ、タッチド・ハウス
( 2軒長屋）を借りた。 表札のない2階建の似かよっ
た家が広い道路の両側に整然と並び， 東方約2.5 ：＼－ロ
先にはロンドンでは最も小高いハムステッド・ヒース
の公園がみえる。 ここから徒歩17分， 地下鉄25分の通
学距離にあるラッセル・スクウェアの高等法律研究所
にかよう ことになった。
ロンドン大学は1827年中産階級むけに設立され， 今
はロンドンに散在する46 のカレ ッジや研究所などの集
合体である。 この研究所はそのーっとして1946年に設
立され， 諸外国の法律関係の文献を集めた図書館が充
実している。 そのため， イギリスの法学者や判事・院
生などが出入りすると同時に， 諸外国から多くの在外
研究者が訪問している。 所長のダイアモンド教授はあ
まりこないので， ボックスホール事務局長が運営の中
心である。 大木の繁った小公園の前にある研究所を訪
れてインビティション ・レターをみせると， 司書が入
館許可証を作ってくれ， 事務局長に会って30ある専用
読書机の一つを与えてもらう。 この図書館は午前10時
から午後8 時まで聞かれており， l階の受付でコート
経営短期大学部教授 松 嶋 道 夫
とカバンをあずけ， 4階の受付で名前を記入して図書
館に入るとあとは開架図書を自由にみれる。 必要な本
をさがして， 2段の本棚とカギのついた書類ケースの
ある簡易しきりの専用机で読書する。 コピーが必要に
なると， 受付で5 ペンス硬貨に両替してもらって， 1 
枚毎に硬貨を入れてコピーする。 3台あるコピー機は
畳間は順番の列ができる。 フル回転なのでよく紙づま
りなどで動かなくなり， そのたびに司書に修理をたの
む。 読書につかれると地階にある談話室で 1ばい10ペ
ンスの自動販売機のコーヒーを飲んで休憩し， 訪問の研
究者と意見交換する。 朝日時45分には事務局長の主催す
るティータイムがあり， ロンドン大学のスタッフと訪問
研究者との顔つなぎをしてくれる。 講演会や研究会，
ノマーティなどの案内がときどき受付にあるボックスに
入れられており， 参加できる。 訪問研究者は国際色が
豊か， 研究所のスタッフも親切で利用上の制約が少な
いので窮屈な感じはない。 畳食はいくつかある安い大
学食堂です ますが， 半分は口に合わない。 外食は高い
ので時々弁当をもってきて小公園で食べる。 近くのブ
リティッシュ・ミュージアムの中にあるブリティシュ
． ライブ ラリーは学長の出張証明書で許可証をもらい，
ときどき入館したが， その蔵書はすごい。
大学のキャンパスに日本のような囲いがないので，
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大学外の施設 と の区別がつきにくいが， 大学にノ fブが
あ っ た り ， 教会があ っ た り ， 大きな書店や， 立派なコ
レ クシ ョ ンの美術館もあ っ て， 日 本の大学 と ずい分違
う 。 イ ギ リ ス の大学の予算は大部分が国の予算で， 奨
学金も多く給与制， 小人数教育・個人指導に特色がある。
オープン・ユニパーシテ ィ と い う 放送大学も発達してい
る。 テ レ ビを年88 ポ ン ドで賃借 り し， 早朝の講座を と
きどきみるが内容はよL 、。 また， 一週に 1 日 とか 2 日
だけ仕事を免除 き れてカレ ッジで勉強するパートタイ
ム・ コ ー ス ， 一定期間会杜で仕事をして一定期間（年
約18 週） カ レ ッジ で学ぶサ ンドウィ ッ チ ・コ ー ス ， あ
るいはイ ブニング・コースなどがあり， 大学卒業後ノ守
一 トタイ ム・コースで教員などの資格をめ ざす院生も
少なくな し 勤労者教育が高等教育に聞かれている。
家族法の研究をするので， 家族生活からも学ぶため，
ロンドン での8 ヶ月間家族を呼んだ。 小学 2年の二女
が公立校にかよう こ と に な っ た。 女の校長に 会 う と ，
全くA B C も知らないのに ， 心よく入学さ せてくれた。
それもなぜか年令よ り 一つ上のジュニ ア・クラ ス に 入
れ， l年前にきた 日 本では3年生の子が下のクラス に
なり， その母親が抗議してあ と で同 じクラス になっ た。
学校の教育に は校長の裁量が強 いよう だ。 これまで移
民を多 〈 受け入れているので， 話せないのは障害でな
く， 学校の責任で語学教育をしてくれる。 午前中は学
校の車の送迎で語学センターで教育し， 午後は学校の
クラスで勉強していた。 20 人程度のクラス で画ーでな
い能力 に応 じ た指導はよいが， う ちの子はもっぱら計
算や絵をか いていて， いつも同 じこ と を さ せる と 子供
は不満をもらしていた。 給食費 以外は金はかからない
が， 学校も財政難でバザーや少額の寄付を求める行事
も少なくない。 寄付の程度で教師の反応も違 う らしく，
帰国近くに 10ポンド寄付したら， 校長から子供をほ っ
たらか してす まない と い う 手紙と パーテ ィ の招待状が
きてび、っ くりした。
イ ギ リ ス 家族は夫婦中心で， 家庭内では夫は妻にや
き しくサービ スがよい。 子供は大きくなれば自立し離
れていくもの と 考えているから， 子供の 自 主制に まか
せる面が多いよう だがしつけはきびしく， 路上で妥協
せずに おこっ ている母親の姿を と きどきみかける。 一
般に子供は1 6オで義務教育を終える と 親も子も一人前
に なっ た と 考えるよう で， 子供は仕事につくか， 継続
教育・大学教育を受ける場合でも奨学金でいき親の金
はあてにしない。 奨学金の枠が減ると大学への入学者
が減る と い う 。 日 本の子供が親の金て、大学へいきいつ
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までも親と同居している こ と を不思議がる。 子供の家
庭教師をしてくれたロンドン大学の女子学生が一つの
絵本を私にすすめた。 それは， 夫が食後 あ とかたづけ
をし， 小 さ い子供がひ と り で寝れずに親の と ころ に く
るのを， 夫婦が交互に 何度も説得し， 本を読み， 遊ん
でや り ， つかれて子供が寝ると 夫婦が肩を組み合っ て
自 分達の寝室へいくものだ っ た。 そ こ に イ ギ リ ス 家族
の典型が示 さ れていた。 ど う も 日 本の夫は亭主関白で，
親は子に 過保護にみえるらしい。
イ ギ リ ス の老 人も強い。 近くに 老 人夫婦が何組も住
んでいたが， ななめむかえのひ と り ぐ らしの老母の と
ころには週末になる と 子供夫婦が孫をつれて訪れ， 夕
方家の前で長い抱擁て－·5jljれをおしむ姿をよくみかけた。
イ ギ リ ス の老 人は子に依存しない。 親子は距離をおい
た親し さ を保 っ ている。 家族の被護者よ り ， 独立した
杜会の一員でありたい と 思 っ ている。 統計による と 約
80 %近くの老人は子 と 同居してい ない。 年金は必ずし
も十分 と はいえず， 稼働やたくわえな どの他収入も必
要のよう だが， 子 に は頼らず， 独立は尊いものだ と 思
っ ている。 福祉もこう い う 生き方に対応しているよ 7
にみえる。 昼間のパスは無料ノfスの老 人がい っ ぱい，
公園では 日 なたぼっ こ， 古い衣装でおしゃ れして美術
や音楽や芝居の観賞をしている姿もよくみかける。 老
人がふけこんでいないのがよい。
ロン ド ンには大ノトの公園がたく さ ん あり緑が豊か。
郊外に 出れば牧歌的田園風景がみられる。 山がないせ
い だ ろ う 。 公園はどれも広い芝生 と 大木が調和 し， 四
季の花がきれい。 フ ッ トボール， ク リ ケッ トなどのス
ポーツや野外音楽会そして天気のよい 日 に は水着姿で
日 光浴する姿がまぶしい。 無料の公園はよく散歩し，
ジ ョ ギン グもした。 また， イ ギ リ ス 人は古 いものを保
存するのが好きで美術館・博物館が多い。 大英博物館・
国立美術館など無料でその収集品はす ごい。 また劇場
が多く， 音楽や芝居が安くてよい ものがみられ， 文化
の豊か さ を感じた。 しかし， こう した公園や美術な ど
は， その多くが， 権 力 者がその財力 と 権力で作り， 集
めたものが今は庶、民に 開放 さ れたものだが，こ れらをみ
る と 権力者がい カ為 に せ－いた 〈 をつ 〈 していたカ通 を み『士
つけられる
イ ギ リ ス 経j斉は不況で．失業率は高く（約14% ） ， 高
物価 でbス トラ イ 占「 も多い。 約3週間の地下 鉄 ス ト ラ イ
キには困 っ たが， イ ギ リ ス 人は き わがず忍耐強 い。 2階
のパス は動いていたが6 人 立つ 人 が い る と 車 掌は絶
対に乗せてくれないので， 片 道 2 時間歩い て3度通
ιu 司tA
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学した。 地 下 鉄 は高いが半分が禁煙車というのが よ い。
キ ッ プは行先ではな く て料金 を い っ て買 うが， 無 人の
は り紙があっ た り ， 人員不足で係がいないので先で払
え と売 っ て く れないこ とがとき どきある。 日本ならど
こから乗 っ た と詮索されて困るだ ろ うが， ロ ンドンで
は料金 を 言 っ て渡せば まず信用し何も言わない。 パス
も車掌がきた ときにフ ォーティとかエ イ ティとい っ て
キ ッ プ を 買うが， ど こから乗っ たとか ど こまで行 く と
かは聞かないし， 車掌がこ な く てキップが買 え ないと
きは料金 をあずけて降 り る人もみかける。 ご まか す 人
もいると思うが大部分の人は正直である。 人の自 主性
とか疑 う ことよ り 信用する こ とから く るプ ラ ス を 大事
にしていることは気持 よ く 感じた 。 もっ とも， イ ギリ
スの警察はピス トルを もたず治安は欧米ではょ いとい
うものの， 盗みな ど多L 、。 地 下 鉄 でサ イ フ を すゃれた
が， 家にドロボウが入ると言う話はよ く 聞 く 。 語学学
校の女性教師の話では， 家 を 留守にするときはし 、つも
厚いカーテンは聞けてうすいレ ース のカーテ ンのみに
して電燈 をつけて留守でないよ うにみせて出かけると
いう。 また ， 電話 を 受けるとき名 前 を いわずに 番号で
応えるのも女性が身 を 守る心得た、といっ ていた。
税金が30%と高いが， 不況で財政難ながら医療費が
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無料（H'I'年10月から l年内の旅行者な ど有料 ） で， 美
術館 も 有料にすると庶民がみれないと無料でがん ば っ
ている。 妙、立採算， 受益者 負 担主義の日本とずい分違
う。 文化の豊かさと福祉の広が り は心に残 っ た 。 j帯夜
中はフ ォ ークラ ンド （ マルビナス ） 戦争の真最中， 新
聞 ・ テ レ ビはいつも トップで生々 し し 首相が正義の
戦争 を 叫ぴ， 女王が軍隊を 激励する。 戦場が遠いせい
か街は意外に平静であ ゆ ， 反核な どのデモも大きか っ
た 。 しかし， 戦勝の記録やキャンペーンな ど を みてい
る と 平和の尊さを 感 じ た 。
1 2月28日離英し， 帰途 ヨーロ ッ ノ マ 4 ヶ 国 を 経て今年
1月1 5日帰国した 。 到着後， 日本人の服装が よ いこと，
商品が豊富で生活に便利 き を 感 じ たが， 反面， 管理の
強い窮屈さを 感 じ た 。 10 ヶ月の経験では外国を 語るに
は短かいが， 歴史と文化の違う国での経験は有意義で、
あっ た とともに， 日本の よ さ を再認識するとこ ろ も多
力、 っ ？こ 0
砂 筆者は， 文部省本外研究員 長期甲穏として， 昭
和57年 3月1 5日から昭和58年 l月1 5日 まで10か月
間連合王国な ど ヨーロ ッ パ各国に外国出張 き れ ま
した ので， 特に寄稿 を 御依刺した も のです。
保健管理セ ン タ ー だ よ り
く デ ビ ス カ ッ プ 〉
た また ま新聞紙上の 「デ杯 日本一一韓国戦 組
合わせ決 まる」という小さい見出しが 目 に つき， 20年
ばかり前にDavi s Cupについて辞書 を調べ まわ っ た の
を 思いだしました。 当時なら I段でな く 恐ら く 3段抜
きの見出しがついたのではないかと考 え ると年月の流
れ を 感 じ ました。
日本で出版されている英語の辞書をみますと， かな
り 小さ く 語葉 も 相当少ない小型の辞書にでもDavi s
Cup という項 目 があっ て「1900年ア メ リ カの政治家D .
F .  Davi s が国際庭球試合のた めに寄贈した優勝銀杯」
といっ た よ うな記述がみられ， ドイ ツ 語の辞書にさえ
類似の記載がみられました。 しかし英米の辞書類には，
ウィ ンブルドンはあっ て も ， テ ビ ス カップという項 目
はあ り ませんでした。 たしか大英百科事典のテ ニ ス の
項 目 の中で も 比較的軽 〈 触れられている程度でした。
保健管理センタ一所長 浅 井 亨
ウィ ンブルドンなどと比べて雲泥の差がある扱いに 思
え， どうして日本でだけ， デ ビ ス カップが極端に 特別
扱い を 受けるのか調べているうちに1921年デ杯戦に初
参加した日本チームが， フ ラ ン ス を 破 っ た イ ンドに 5
0 で勝 ち ， オース トラリア を 4 1 で く だして前年
の覇者アメ リ カに挑戦したことを 知 り ました 。 その当
時の日本国内の大騒ぎがその後日本で印刷 き れる英語
の辞書にDavi s Cup という項 目 を たてさせ た の だ ろ う
と思 っ てい ました。 また，アメ リ カ 学生選手権者Dwight
F i l l ey Dav i s がハーバード大学 を卒業した年にカッ
プ を寄贈した のですが， 彼自身後に閣僚になっ た り ，
フィ リ ピン総督になっ てい ますので政治家デ ビ スが寄
贈した カ ッ プとなっ たものと，思 っ てい ました 。 も っ と
も彼が入閣した30代大統領の大統領選挙における対立
候補が彼と同姓の別のDavi s であっ た こ と も 影響して
守t
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い る の か な と 与 え て い ま し た 。
英米の 百科辞典に さ え ， そ の 項 目 が な い デ ビ ス カ ッ
プが 「 日 本国 語大辞典」 に は 堂 々 と 項 目 が あ が っ て い
る こ と に 最近 気付 く と 同 時 に 新 し い 発 見 を し ま し た 。
こ の辞典に よ ればデ ビ ス カ ッ プ に は 「 1 900年 以 後 の チ
ャ レ ン ジ ラ ウ ン ド 進出 の 両 国 名 ・ 試合場所 ・ 選手 名 ・
年齢 ・ ス コ ア が刻 ま れて い る 」 と い う こ と です 。 こ れ
で長年 の 疑問が氷解 し ま し た 。 デ ビ ス カ ッ プ に は ， と
も か く も ， 熊 谷， 清 水 の 名 前 と 日 本 の 国 名 が刻 ま れ て
い る の です。
も う 一つ 気 が付 き ま し た の は ， 例 え ば， エ ン サ イ ク
ロ ペデ ィ ア ア メ リ カ ー ナ では ， デ ビ ス カ ッ フ。がmen’s
world team championshi p す な わ ち 男 子 チ ー ム世 界
選手権の象徴で あ る と し て い る の に， 日 本 国 語大辞典
の 方 は デ ビ ス カ ッ プ マ ッ チ は 「 デ ビ ス カ ッ プ獲得 を め
ざ し て 行 わ れ る 国 対抗の 4 シ ン グル ス と l ダブル ス の
テ ニ ス 試合」 であ る と し て い る こ と です 。 ど ち ら の 表
現 も 間 違 い と は 言 え ま せ ん が態 度 の違 い が認め ら れ ま
す。 本 来 ス ポー ツ は 個 人や チ ー ム の 戦 い だ ろ う と 思 っ
職 員
� 
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て い る 筆者は， オ リ ン ピ ッ ク で 日 の 丸ヵ、何本 と い う お
国 柄 と ア メ リ カ 人 の 何 と か い う 日 本姓 の 選手 が活躍す
る と 大騒 さす る 日 本 の マ ス コ ミ の 異常 さ を こ こ に も 見
た 気 が し ま し た 。
ス ポー ツ が国 家 聞 の代理戦争 と な っ て 平 和 が保 た れ
る の な ら 大 い に 結構です が， 国 外 で飛行機事故 で も あ
る と 日 本 人 が 含 ま れ て い る か い な い か が最大の 関心事
であ る か の如 き 報道 が な さ れ， 愛 国 心 の 昂 揚 ， 軍 備 の
一 層 の 増強が叫ばれ る 昨 今 です。 そ う 思 っ て み ま す と ，
何 も 関 係 は な い の か も 知 れ ま せ ん が 日 本 での 英語辞書
に デ ビ ス カ ッ プが広 く の る よ う に な っ た の も ど う や ら
デ杯戦 で 日 本 チ ー ム が善戦 し た 1921年か ら ず っ と 後 の
19 30年代 の半ば以降の こ と ら し い の が気 に な り ま す 。
わ ず か な 救 い は 最近 の 英和辞典の 中 に は ， デ ビ ス カ ッ
プ と い う 項 目 の な い も の がでて き た こ と です 。 こ れ が
日 本 での フ。 ロ テ ニ ス の 大衆化や他の 多様な ス ポー ツ の
定着， デ杯戦 に 対す る 評価や関心、 の 変化だ け に よ る の
では な い よ う に と 念 じ て やみ ま せ ん 。
j自 ，息
文部技官 吉崎歳光氏逝去
経理部経理課文部技官吉崎歳光氏 は 脳 幹 部 出 血 の た
め 4 月 7 日 逝去 さ れ ま し た 。
享年58オ
こ こ に 御冥 福 を 祈 I） ， 謹ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
〈新任者〉
教育学部
助 教 授 丹羽 洋 介
（ 絵 画 ）
教務補佐員 酒井千世美
（ 問5 塑 ）
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吉崎技官は 昭和43年 10 月 富 山 大学 教育学部に 採用 さ
れ， 昭和44年 1 2 月 経理部経理課 に 配置 換 え と な り ， こ
の 間 14年 5 か 月 余 り に わ た り 造 園 手 と し て 誠実 な 人柄
と ま じ め な 勤務 で よ く そ の職務 を 全 う さ れ ま し た 。
教 養 部
講 師 中 河 伸俊
（ 社会学）
" 奥村 譲
（ 英 語）
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高 岡 短期大学創 設準備室
総 主 幹 江 田 晴 夫
附属養護学校教諭 松沢 敏 彦
事務補佐員 小森 道緒
会 計 主 任 吉i畢 誠
〈住所変更〉
庶 務 部
任 用 主 任 斉藤 純一 理 学 部
助 手 野 口 宗 憲
経 理 部
主計課課長補佐 森 慶二
工 学 部
庶 務 主 任 田 中 崇子
人文学部
事務長補佐 田 中 昇
教 養 部
助 教 授 中 越 矩 方
教育学部
助 教 授 佐 々 木 浩
事務補 佐 員 三浦 み よ り
II 山地 啓 司 ト リ チ ウ ム科学センター
助 手 松 山 政夫
附属 中 学校教諭 小 山 裕子
QJ 
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主 要 行 事
本 部
［三 文
AーLテ色 部
4 月 4 月
2 ～ 5 日 入学手続 2 ～ 5 日 文学専攻科 入学手続
7 日 計算機セ ン タ 一 運営委員 会 8 日 学部教務委員 会
第 1 回 学寮補導委員 会 学部補導委員 会
8 日 第 3 回 学長選考管理委員 会 教授会
構内 交通対策 委 員 会 12 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
1 1 日 昭和58年度 入学式 前学期授業開始
第 1 回入学者選抜方法研究委 員 会専 門 委員 1 3 日 学部職業補導委員 会
� 19 日 学部教務 委 員 会
昭和58年 度 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 20 日 学部補導委 員 会
( 14 日 ま で ） 教授会
1 2 日 部局長懇談会 人事教 授 会
新 入生健康診断 27 日 学部補導委員 会
1 3 日 昭 和58年度 学校基 本調 査 説 明 会 紀要委 員 会
（ 於， 名 古屋大学） 学部将来計画委 員 会
14 日 第 1 回事務協議会 4 年次学生就職関係等説明会
第 3 回 学長候補適任者選定委 員 会 28 日 予 算委 員 会
1 5 日 第 l 回 評議会
18 日 第 2 回学寮補導 委 員 会
19 日 第 2 回 入学者選 抜方法研究委 員 会専 門 委員 教 育
� 4 月
2 1 日 廃 水処理専 門 委 員 会 4 ～ 5 日 春季北陸地区教員養成学部事務長協 議 会
授 業料等減免選考委員 会 （於， 新 潟 大学 ）
第 l 凪補導協議会 6 日 附属小学校第 l 学期始業式
23 日 大学 と 高校 と の 懇談 会 （ 於， 名 古屋大学 ） 7 日 前学期授業開始
25 臼 第 3 回学寮補導委員 会 附属 中 学校 第 l 学期始業式
26 日 東 海 ・ 北陸地区春季部課長会議 附属養護学校第 l 学期始業式
（ 於， 医科薬科大 学 ） 附属幼稚 園 第 1 学期始業式
27～ 28 日 第62 回 東 海 ・ 北陸地区国 立学校等会計部課 附属小学校 入学式
長 会議 （ 於， 金沢大学） 8 日 附属 中 学校 入学式
28 日 第 4 回学長候補適任者選定 委 員 会 附属養護学校入学式
第 4 回学長選考管理委員 会 1 1 日 附属幼稚 園 入 園 式
第 2 1 回 全 国 大学保健管理研究集 会 第 1 回 12 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
運営委 員 会 （ 於， 金沢大学） 1 3 日 学部教務委員 会 ・ 補導委員 会合 同 会議
第 l 匝 学 園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会 学部教務委員 会
30 日 第 1 回 保健背理セ ン タ 一委 員 会 教授会
- 20 -
昭和58年5月1日発行
人事教授 会
20 日 紀要制 集 委 員 会
26 日 学部補 導 委 員 会
27 日 学部教務委員 会
学部職業補導委 員 会
教授会
学
経 済 学 部
4 月 6 日 各種委 員 選 考 委 員 会
7 日 学部教務委 員 会
人事教授 会
教授会
8 日 前学期授業開始
1 2 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 4 日 学部施 設整備委 員 会
18 日 日 本海経済研究所運営委 員 会
20 日 学部教務 委 員 会
人事教授 会
教授 会
論 集委 員 会
27 日 学部将 来構想検討委員 会
28 日 学部補導 委 員 会
4 月
2 ～ 5 日 大学 院理学研究科入学手続
8 日 教授会
人事教授会
12 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び、健康診断
14 日 学部補導委員 会
学部図 書委 員 会
1 5 日 前学期授業開始
25 日 教育実習委 員 会
工
4 月 6 日 学部教務委員 会
7 日 教授会
12 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断
専 任教授 会
報 第234号
工学研究科委 員 会
1 3 日 学部補導委員 会
1 4 日 前学期授業開始
25 日 係長連絡会
27 日 学部教務 委 員 会
学部補導委員 会
4 月 6 日 教養部教務委 員 会
教務 ・ 補導合同 委 員 会
教養部補導委員 会
教授会
人事教授会
10 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 3 日 教養部図 書委員 会
教官定 員 配置検討委 員 会
将 来計画委員 会
20 日 教養部補導委員 会
予算委 員 会
27 日 教授 会
※ 行事予定 5 月 25～ 26 日
全 国 国 立大学教養部長 ・ 事務長協議会
（ 於， 鳥取大学）
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 5 日 係 長 事務 打 ち 合せ会
1 1 日 図 書館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
2 1 ～ 22 日 第34 回北信越地 区 国 立大学図書館協議会
（ 於， 新 潟 大学附属 図 書館旭町分館 ）
25 日 図 書館業務電算化研究会
ト リ チウム科学セ ン タ ー
4 月 22 日 運営委員 会
25 日 教育訓練
保 健 管 理 セ ン タ ー
噌E4ヮ“
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4 J J 1 2 日 tJj－ 人 ＇�·－ f�l±k ，；会附i 第 1 回 財務委 員 会
28 日 第 21 回 全 国 大学 保 健 官；理研究集 会 1 1 日 入学 式
第 1 回 運営 委 員 会 Ui'�＇ . 金沢大学 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
30 日 保健管理セ ン タ ー委 員 会 第 2 回 教授 会 （ 持 ち 回 り ）
1 2 日 新 入生歓迎会
1 3 日 前学期授業開始
経営短期大学部 ｜ 14 日 定期健康診断
4 月
2 1 日 第 1 回将 来構想委 員 会
l ～ 4 日 昭和58年度 入学手続 22 日 第 3 回 教授 会 （ 持 ち 回 り ）
7 日 第 1 回 教授会
く〉訂 正 （ お わ び）
学報 昭和58年 4 月 1 日発行 第 2 3 3号
ペ，、ー ジ、 ． 訂 正 箇 P片 誤 正
学事の 外 国 人研 究者 の C O NC E RNI NG C O N C E RNING 
13  取 扱 い に つ い て の項 目 ���EIGN ���E I G N  
中 ， 英文の標題 EARCHE R S  E A R C H E R S  
人事異動の配置換の欄， I干i チj： 重 "'Is 増 井 重
19 ，、，、，、，、 ，、，、，、，、
下 か ら 2 行 目
資 料
昭和58年度富 山大 学入学者数
募 集 入 学 入 ，，＇ー！－，- 者 内 訳
区 分
人 貝 者 数 男 女 i 県 f付 県 外 現 役 iR 人 大学検定
人 文 学 部 人 文 学 科 90 90( 58 j 32 58 39 ( 3 2 )  5 1  ( 2 6 )  7 8  ( 53 ) 1 2 (  5 ) 。
人 文 学 部 語 学 文 学 科 80 80( 68 )  1 2  68 59 ( 51 ) 21 ( 1 7 )  7 1  ( 6 1 ) 9 (  7 ) 。
言十 1 70 1 70( 1 26 )  44 1 26 98 ( 83 ) 72 ( 4 3 )  149 ( 1 1 4 )  2 1 ( 1 2 ) 。
教育学部小学校教 員 養成課程 140 1 40( 1 1 3 )  27 1 1 3 1 25 ( 104 ) 15 ( 9 )  1 1 9 ( 9 9 )  21 ( 14 )  。
教育学部 中 学校教員 養成課程 50 50( 3 1 ) 19 31  42 ( 26 )  8 ( 5) 4 1  ( 25) 9( 6 ) 。
教育学部養護学校教員 養成課 程 20 20( 1 5) 5 1 5 14 ( 1 2 )  6 ( 3 )  1 7  ( 1 4 )  3 (  1 ) 。
教育学部幼稚園教員 養成課程 30 30( 30) 。 30 24 ( 24 )  6 ( 6 )  2 6  ( 2 6 )  4 (  4 ) 。
百十 240 240( 189 )  5 1  1 89 205 ( 166 ) 35 ( 23 )  203 ( 164 ) 37 ( 25 )  。
経 済 学 部 経 済 学 科 1 20 1 20( 1 2 )  1 08 1 2  64 ( 8 )  56 ( 4 )  83  ( 1 2 )  37 ( 0 ) 。
経 消 学 部 経 営 学 科 1 20 1 20( 30) 90 30 56 ( 25) 64 ( 5) 93 ( 28 )  27 ( 2 ) 。
経 消 学 音l； 経 営 法 学 t'I 60 60( 1 6 )  44 1 6  30 ( 1 1 ) 30 ( 5) 48 ( 1 4 )  1 2 (  2 ) 。
300 300( 58 ) 242 58 ' 1 50 ( 44 )  1 50 ( 14 )  224 ( 54 ) 76(  4 ) 。
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え型 学 音［＼ 数 マー や｜ 40 40 ( 1 4 )  2 6  
理 学 部 物 理 学 科 40 40( 4 )  36 
理 学 音日 化 学 千f↓ 40 40( 1 6 )  2 4  
理 学 部 生 物 学 科 30 30( 9 )  2 1  
理 学 部 地 球 科 学 科 30 30( 4 )  2 6  
五十 180 180( 4 7 )  133 
工 学 部 電 気 工 学 科 50 50( 0 )  50 
工 学 部 工 業 化 学 科 45 45(  5 )  40 
工 学 部 金 属 工 学 科 40 40( 0 )  40 
工 学 部 機 械 工 学 科 50 50( 0 )  50 
工 学 部 生 産 機 械 工 学 科 40 40( 0 )  40 
工 学 部 化 学 工 学 科 40 40( 2 )  38 
工 学 部 電 子 工 学 科 40 40( 2 )  38 
百十 30 5 305 ( 9 )  296 
メ口入 言十 1 , 195 1 , 195(429) 7 66 
報
14 26 ( 1 3 )  
4 14 ( 1 ) 
16  2 2  ( 11 ) 
9 8 ( 5 ) 
4 4 ( 1 ) 
47 74 ( 31 ) 
。 28 ( 0 )  
5 23 ( 4 ) 
。 25 ( 0 ) 
。 22 ( 0 ) 
。 26 ( 0 )  
2 20 ( 2 ) 
2 26 ( 1 ) 
9 1 70 ( 7 ) 
429 697 ( 33 1 ) 
第234号
14 ( 1 ) 38 ( 13 )  2 ( 1 ) 
26 ( 3 )  25 \ 3 ) 1 5  ( 1 ) 
18 ( 5 ) 28 ( 14 ) 1 2  ( 2 ) 
22 ( 4 ) 1 8  ( 7 ) 12 ( 2 ) 
26 ( 3 )  16 ( 3 ) 14 ( 1 ) 
1 06 ( 16 )  1 2 5  ( 40 )  5 5  ( 7 ) 
22 ( 0 )  45 ( 0 ) 5 ( 0 )  
22 ( 1 ) 43 ( 5 ) 2 ( 0 )  
1 5  ( 0 )  28 ( 0 )  1 2  ( 0 )  
28 ( 0 )  40 ( 0 )  10 ( 0 ) 
14 ( 0 ) 34 ( 0 ) 6 ( 0 )  
20 ( 0 )  31 ( 2 ) 9 ( 0 )  
14 ( 1 ) 29 ( 1 ) 1 1  ( 1 ) 
135 ( 2 )  250 ( 8 ) 55 ( 1 ) 
498 ( 98 )  9 5 1  ( 380 ) 244 ( 49 )  
（ 注） （ ） 内数字は 女子で内数 を 示す。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
昭和58年度大学院入学者数
区 分 募集人員
数 学 専 攻 8 
理
物 理 学 専 攻 8 十A以，
化 学 専 攻 10 
研
生 物 学 専 攻 8 
ザ7Lロ
地 球 科 学 専 攻 8 
手＇�
言十 42 
電 気 工 学 専 攻 10 
工 業 化 学 専 攻 10 
工
金 属 工 学 専 攻 8 
学
機 械 工 学 専 攻 10 
石汗
生産機械工学専攻 8 
ゲ九巴, 
化 学 工 学 専 攻 8 
科
電 子 工 学 専 攻 8 
計 62 
i口入 計 104 
区 分 募集人員
文 学 専 攻 科 10 
教 育 専 攻 科 5 
経 済 学 専 攻 科 10 
メ口入 言十 2 5  
入
入学者数
男 女
2 ( 0 ) 2 。
5 ( 1 ) 4 1 
9 ( 0 ) 9 。
4 ( 0 ) 4 。
5 ( 1 ) 4 1 
2 5  ( 2 ) 23 2 
7 ( 0 )  7 。
5 ( 0 ) 5 。
9 ( 0 ) 9 。
3 ( 0 ) 3 。
3 ( 0 ) 3 。
6 ( 0 ) 6 。
8 ( 0 )  8 。
41  ( 0 ) 41 。
66 ( 2 ) 64 2 
ナ叫ん 者 内 訳
県 内 県 外 現 役 浪 人
。 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 。
2 ( 1 ) 3 ( 0 ) 4 ( 1 ) 1 ( 0 ) 
4 ( 0 ) 5 ( 0 ) 9 ( 0 ) 。
1 ( 0 ) 3 ( 0 )  4 ( 0 ) 。
2 ( 1 ) 3 ( 0 ) 5 ( 1 ) 。
9 ( 2 ) 1 6  ( 0 ) 2 4 ( 2 ) 1 ( 0 ) 
4 ( 0 ) 3 ( 0 ) 7 ( 0 )  。
1 ( 0 ) 4 ( 0 ) 5 ( 0 ) 。
8 ( 0 ) 1 ( 0 ) 9 ( 0 ) 。
1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 3 ( 0 ) 。
1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 3 ( 0 ) 。
4 ( 0 ) 2 ( 0 ) 6 ( 0 ) 。
3 ( 0 ) 5 ( 0 ) 8 ( 0 ) 。
22 ( 0 )  19 ( 0 ) 41 ( 0 ) 。
31 ( 2 ) 35 ( 0 ) 65 ( 2 ) 1 ( 0 ) 
（ 注 ） （ ） 内数字は女子 で内数 を 示す。
昭和58年度専攻科入学者数
入学者数
男
入
女
1 4  ( 5 ) 9 5 
6 ( 5 ) 1 5 
。 。 。
20 ( 10 ) 10 10 
且十,. 者 内 訳
県 内 県 外 現 役 浪 人
7 ( 5 ) 7 ( 0 )  12 ( 4 ) 2 ( 1 ) 
5 ( 4 ) 1 ( 1 ) 6 ( 5 ) 。
。 。 。 。
12 ( 9 ) 8 ( 1 ) 18 ( 9 ) 2 ( 1 ) 
（ 注 ） （ ） 内数字は女子 で内数 を示す。
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昭和58年度経営短期大学部入学者数
募 集 入 学 入 寸Aムら- 者 内 訳
区 分
人 貝 者 数 男 女 県 内 県 外 現 役 j良 人 大学検定
奇主 営 管 理 60 55 3 1  24 50 ( 23 )  5 ( 1 ) 35 ( 18 )  2 0  ( 6 ) 。
経 ρ邑"' 法 律 40 3 1  2 3  8 25 ( 6 ) 6 ( 2 ) 1 4  ( 5 ) 16  ( 3 ) 1 
言十 100 86 54 32  75 ( 29 ) 1 1  ( 3 ) 49 ( 23 )  36 ( 9 ) 1 
※ 入学者の 出 身 県別 欄 に つ い て は 出 身校で区分 し た 。 な お ， 県 内欄の法律 及 び計に 大検 1 ( 0 ） を 含む。
昭和58年度富山大学学部学生数
可ぷ
教 養 吉日
A十ゐ
入 学
総
年 次 2 年 次 3 年
定 員 5E 貝回
男 女 計 男 女 男 女
人 文 学 科
90 350 31 58 89 46 51 97 47 36 
人文学部 語 学 文 学 科
80 320 12  68 80 26 58 84 37 57 
計
170 670 43 126 169 72 109 181 84 93 
小教 員 養苧成課校t'i 140 560 27 1 13  140 91 140 33 106 
教中 員 集学成謀校紅 50 200 19  31  50 28 25 53 29 23 
教育学部
菱教 民地主主成学課校t'1'c 20 80 1 5  20 18 21 18 
幼教 員 英稚成謀�·.詞"' 
30 120 。 30 30 29 29 29 
計
240 960 51 189 240 80 163 243 64 176 
経 済 学 科
120 480 108 12 120 118 7 125 105 
経 営 学 科
120 480 90 30 120 113 16 129 107 14 
経済学部
経 営 法 学 科
60 240 44 15 59 62 70 50 
計 300 1 , 200 242 57 299 293 31 324 262 27 
数 学 科
40 160 26 14 40 36 43 40 6 
物 理 学 科
40 160 36 40 46 4 50 46 4 
化 学 科
40 160 24 16  40 27 17 44 24 15 
理 学 部
生 物 学 科
30 120 21  9 30 24 12  36 24 8 
地 球 科 学 科 ｜
30 120 26 4 30 34 6 40 28 
計
180 720 133 47 180 167 46 213 162 36 
電 気 工 学 科
50 2,()0 50 。 50 59 。 59 56 。
工 業 化 学 科
45 180 40 44 47 4 51 49 
金 属 工 学 科
40 160 40 。 40 47 50 48 
機 械 工 学 科
50 200 50 。 50 65 。 65 56 
工 学 部 生I 産’•T-機 械科 40 160 40 。 40 45 45 50 
化 学 工 学 科
40 160 38 2 40 50 50 54 
電 子 工 学 科
40 160 38 40 43 44 44 
計
305 1 , 220 296 8 304 356 8 364 357 10 
i口� 1 ,  195 4 ,  770 765 427 1 ,  192 968 357 1 ,  325 929 342 
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（ 注 ） （ ） 内数字は 女子で内数 を 示 す 。
（ 昭和58年 5 月 l 日 現在 ）
吉日
i口入 計
次 4 年 次
男 女 計 男 女 計
83 49 46 95 173 191 364 
94 35 56 91  1 10  239 349 
177 84 102 186 283 430 713 
139 41  1 12  153 150 422 572 
52 30 23 53 106 102 208 
19 。 19 19 9 70 79 
30 。 36 36 124 125 
240 7 1  190 261 266 718 984 
114 138 145 469 35 504 
121 127 19 146 437 79 516 
54 55 61 211 33 244 
289 320 32 352 1 ,  1 17  147 1 , 264 
46 31 40 133 36 169 
50 34 37 162 15 177 
39 24 15 39 99 63 162 
32 16  10 26 85 39 124 
31 24 28 1 12  17 129 
198 129 41 170 591 170 761 
56 47 。 47 212 。 212 
53 3 1  5 36 167 17 184 
50 38 。 38 173 5 178 
56 48 。 48 219 。 219 
50 34 。 34 169 。 169 
58 23 24 165 7 172 
44 36 38 161 166 
367 257 265 1 , 266 34 1 , 300 
1 , 27 1  861 373 1 ,  234 3, 523 1 , 499 5 ,022 
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昭和58年度大学院学生数 ( Hil:fLI58年 5 月 1 日 現イi : )
入 学 年 次 2 年 次 fコ＼ 言十
区 分 総 定員，疋�ー三？ 員 男 女 計 男 女 計 男 女 五十
数 A寸L一4 専 攻 8 16 2 。 2 4 。 4 6 。 6 
理
Aナ且． 物 理 学 専 攻 8 1 6  4 1 5 6 。 6 1 0  1 1 1  
化 f』A- 専 攻 1 0  20 9 。 9 9 。 9 1 8  。 1 8  
指汗
生 物 学 専 攻 8 1 6  4 。 4 3 2 5 7 2 9 
勾プ～し、
地 球 科 学 専 攻 8 16  4 1 5 5 。 5 9 1 1 0  
科
5十 42 84 23 2 25 27 2 29 50 4 54 
電 気 工 学 専 攻 1 0  20 7 。 7 3 。 3 1 0  。 10 
工 業 化 学 専 攻 1 0  20 5 。 5 5 2 7 1 0  2 1 2  
工
金 属 工 学 専 攻 8 16  9 。 9 5 。 5 1 4  。 1 4  
学
機 械 工 学 専 攻 1 0  20 3 。 3 4 。 4 7 。 7 
研
生産機械工学専攻 8 1 6  3 。 3 2 。 2 5 。 5 
jE 
化 学 工 学 専 攻 8 1 6  6 。 6 6 。 6 1 2  。 1 2  
科
電 子 工 学 専 攻 8 1 6  8 。 8 6 。 6 1 4  。 14 
計 62 124 41  。 4 1  3 1  2 33 7 2  2 74 
� 、 104 208 64 2 66 58 4 62 1 22 6 1 28 
昭和58年度専攻科学生数 （ 昭和58年 5 月 印 刷て ）
区 分 入学定員 男 女 合 計
文 '.'¥'. 専 I失 干呼 1 0  ヨ長 1 0  議長 6 16  
教 育 専 I文 干、十 5 1 5 6 
経 済 学 専 攻 科 10 。 。 。
※ は 57年度 入学生
1 名 含む
ム仁I、 5十 25 11 1 1  22 
昭和58年度専攻生 ， 聴講生， 研究生数 （ 昭和 58年 5 月 1 日 現夜 ）
専 攻 生 耳宮、 講 生 6汗 η7守L' 生
区 分
男 女 5十 男 女 計 男 女
人 文 A一，，，.一ー 音E 3 6 9 。 1 
教 育
弓，uム． 
青rs 1 0  6 1 6  
経 I斉 十A且． 音日 1 。 1 。 1 
理 寸旦Zー， 部 2 。 2 5 。 5 
工 ナ,,,_,_ 音日 1 。 1 1 1  。 1 1  
教 養 部 。 1 1 7 2 9 
ム口、 言十 17  13  30 25 2 27 
寸＂＂＂ー 部 卒 以 上 17 10 27 24 2 26 
上 言己 以 外 。 3 3 1 。 1 
メ口入 言十 1 7  1 3  30 25 2 27 
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昭和58年度経営短期大学部学生数 （ 昭和 58年 5 月 1 日 現 衣 ）
入学 中φ心石、、、 1 
区 分
定員 r疋L司 貝写コ 男
経 経 営 管 理 専 攻 60 1 80 31 
営学干斗経営 ・ 法律専攻 40 1 20 23 
計 100 300 54 
利用状況
官官
区 分 入館者数
教 職 員
図 書館本館 1 1 7 , 93 1  人 1 , 074 人 7 , 243 冊
工学部分館 1 , 232 3 , 586 
合 計 1 17 , 93 1  2 , 306 1 0 , 829 
26 -
年 次 2 年 次 3 年 次 1, 入 5十
女 目十 男 女 計 男 女 言十 男 女 計
24 55 44 8 52 45 1 5  60 120 47 1 67 
8 3 1  28 14  42 30 12  42 8 1  34 1 1 5  
32 86 72 22 94 75 27 102 201 81 282 
附属図書館利用 統計
外 貸
寸Aι一・ 生
8 , 838 人 1 2 , 033 冊
2 , 03 1  4 , 91 8  
1 0 , 869 1 6 , 951  
（ 昭和57年10月 ～ 58年 3 月 ）
出 参考業務 文献複写 利 用 数
計 利 用 数 1t 付 依 車買
9 , 91 2  人 1 9 , 276 冊 405 
件
2 , 97
件
7 
w 
486 1牛 5 , 271  1 2 , 046 
3 , 263 8 , 504 172 201 1 , 25 5  
1 3 , 175 27 , 780 577 2 , 977 1 2 , 046 687 6 , 526 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ、 の 企 画
富 山 市 曙 町 9 - 1 
電 話 （33) 3 3 5 6 仇
